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下野市青少年育成市民会議だより

＜事務局＞下野市生涯学習課　1（52）1119 5（52）2624
会員の皆様のご意見・ご要望を受付けています。

市民会議からお知らせ市民会議からお知らせ
去る5月25日（日）、南河内公民館大ホールで

平成20年度市民会議の総会を開催し、市民会議
の代議員を務める各自治会長と理事を務める各
団体の代表等、約100名の方の参加をいただきま
した。

前年度は、市民会議の内容が十分にお伝えで
きずに、「何をしている団体ですか？目に見える
形で示してください。」などの質問をいただきま
したが、今年度は、写真を含んだパワーポイン
トを活用した映像解説を導入して総会に望んだ
結果、皆様の協力により、19年度決算報告及び
20年度事業計画並びに予算について承認を得る
ことができました。

また、今年度は新たに青少年の健全育成に取
り組む団体への支援体制を整え、活動内容が適
当と認められる団体に対し、活動費の一部を助
成し支援できるようにいたしました。

これも、市民の皆さんのご理解とご協力によ
るものと厚くお礼申し上げます。

なお、今年度も、自治会長さんを通じて会員
の募集と会費の納入をお願いいたしましたので、
ご協力の程をお願い申し上げます。

下野市青少年育成市民会議会長　 倉井 徳勇

平成平成2020年度活動計画年度活動計画
4部会の平成20年度活動計画をお知らせします。
企画広報部

今年度は、機関紙『未蕾』を年2回発行し、市
民会議の活動を報告します。

社会教育部
これまで以上の『家庭の日』普及活動及び昨

年度実施した子褒め事業への支援を実施します。
また、青少年の健全育成に取り組む団体へ活動
費の一部を助成する支援事業を実施します。

環　境　部
有害場所の巡回は従来通り実施しますが、JR

駅での広報活動などにも力を入れるとともに、
学校、PTAなどとの情報交換の定期懇談会の企
画も検討します。

活　動　部
講演会や子ども会の支援、特に、昨年は中学

生を中心に携帯電話の正しい使用方法の普及と
講演会を開きましたが、十分な周知と参加が得
られなかったことを反省し、少し形を変えて実
施し効率を上げていきます。


